
広報 
平成20年 
（2008年） 4.1

市 の 人 口●127,540人（－72人） 
　　　　　　男65,143人　女62,397人 
市の世帯数●52,268世帯（±0世帯） 
平成20年３月１日現在（　）は前年同月との増減 

【座間市のお知らせ】№805
●イヌの登録と狂犬病予防注射（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●特定健康診査を開始（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●大凧まつり凧文字「清風」に決定（8面） 

おお だこ 

古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

平
成
十
九
年
度
予
算
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
で
は
税
源
移
譲
に
伴
う

住
民
税
の
フ
ラ
ッ
ト
化
や
定

率
減
税
の
廃
止
な
ど
、
税
制

改
正
に
よ
る
一
定
の
増
収
を

見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
所

得
譲
与
税
や
減
税
補
て
ん
特

例
交
付
金
の
廃
止
に
よ
る
地

方
特
例
交
付
金
の
減
収
な
ど

も
踏
ま
え
、
予
算
計
上
を
し

ま
し
た
。

し
か
し
、個
人
市
民
税
は
、

当
初
予
算
に
比
べ
納
税
人
員

は
一
定
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
が
、
所
得
の
伸
び
悩
み
な

ど
に
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
法
人
税
は
、
一

部
の
大
規
模
法
人
を
は
じ

め
、
そ
の
他
の
一
般
法
人
に

つ
い
て
も
減
収
が
見
込
ま

れ
、
歳
入
の
当
初
予
算
額
確

保
が
非
常
に
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
歳
入
歳
出
全

般
に
わ
た
る
予
算
執
行
を
見

直
す
中
で
、
財
源
不
足
に
つ

い
て
は
、
減
収
補
て
ん
債
に

よ
っ
て
、
歳
入
を
確
保
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
歳
入
の
安

定
し
た
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、

歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し
と

抑
制
を
図
り
、
効
率
的
な
財

政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま

す
。平

成
二
十
年
度
の
財
政
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
九
年
度
予
算
の
執
行
状
況

か
ら
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る

市
税
収
入
が
、
個
人
・
法
人

と
も
に
、
平
成
十
九
年
度
当

初
予
算
計
上
額
を
大
幅
に
下

回
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
も
、
加
速

す
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
え
る

た
め
の
事
業
経
費
に
加
え
、

社
会
保
障
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
の
増
加
に
よ
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
強

い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
歳
入
財
源

の
安
定
的
な
確
保
と
、
歳
出

全
般
に
つ
い
て
の
徹
底
し
た

見
直
し
を
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
次
の
八
つ
の
柱
を
基
本

に
予
算
を
編
成
し
、
こ
の
方

針
の
下
に
市
政
運
営
を
図
り

ま
す
。

一
、
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
、
施
策
事

業
の
着
実
な
推
進

二
、
行
政
改
革
大
綱
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
、
行
政
改

革
の
一
層
の
推
進

三
、
地
方
の
自
主
自
立
を
担

保
す
る
税
源
移
譲
が
な
さ

れ
る
よ
う
、
国
に
さ
ら
な

る
地
方
分
権
改
革
の
推
進

を
求
め
る
と
と
も
に
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
必

要
な
財
源
を
確
保

四
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
精
神
を
堅
持
し
、

財
政
構
造
を
改
善
し
、
財

政
運
営
を
健
全
化

五
、
事
務
事
業
の
必
要
性
や

経
費
負
担
の
あ
り
方
な
ど

を
含
め
、
行
政
と
市
民
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

公
平
・
公
正
性
を
確
保

六
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保

と
そ
の
有
効
利
用

七
、
市
債
の
発
行
抑
制
と
債

務
の
解
消
に
努
め
、
中
長

期
的
な
財
源
調
整
に
配
慮

八
、
国
の
新
た
な
政
策
な
ど

の
情
報
を
的
確
に
把
握
、

分
析
し
て
、
事
業
に
反
映

去
る
二
月
二
十
一
日
に
開
会
し
た
市
議
会
第
一
回
定
例
会
に
お
い

て
、
市
長
は
平
成
二
十
年
度
の
予
算
編
成
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
市
政
の
運
営
方
針
と
主
要
な
政
策
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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当
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政
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上記の八つの柱を基本に、市
の総合計画に描いた将来像であ
る「みなぎる活力とやすらぎが
調和するときめきのまち」の実
現を目指して、次の五つの重点
目標を掲げました。
①市政情報・市民参加・行政改
革の推進

②安全・安心な生活環境の推進
③福祉・医療・保健の推進
④教育・文化の推進
⑤住み、働き、憩うまちの活性
化の推進

○勤労者福祉の向上
・生活資金等貸出金一般預託、勤労者生活資
金貸付、勤労者住宅資金利子補助事業
○都市農業の振興
・農業用水路等整備事業
○工業の振興
・中小企業事業資金利子補助事業
○商業の振興
・商業活性化対策イベント補助事業（商店街
などの催しに要する経費の一部補助）
・商店街空き店舗及び空き地活用事業（利用
者の参加促進を図るための環境づくりなど）
・観光協会補助事業（座間市観光協会運営に
要する経費の一部補助）

○安全・安心対策
・安心安全まちづくり（くらし安全安心指導嘱託員
による相談、指導）
○教育環境の整備
・学校安全対策嘱託員による学校内外における安全
管理に関する訓練、研修の指導、助言
・学校安全管理体制の充実、安全・危機管理意識の
向上
○消防対策の推進
・自動体外式除細動器（AED）を市内小学校６校
に設置、貸出用３台を用意（平成20年度末の見込
みは29台）
・高規格救急車の更新
・救急救命士の養成
○防災対策の推進
・防災行政無線（固定系）の充実（全国瞬時警報シ
ステムを導入）
・耐震性貯水槽の設置
・防災資機材などの整備

○学校施設の整備
・座間中学校１号棟の改築工事に
着手
・小・中学校施設整備事業、小・
中学校施設耐震化事業
○スポーツ施設の整備・充実
・中原プールのプール槽塗装工事
○公民館の整備・充実
・北地区文化センター外壁の防水
塗装工事

○健康づくりの推進
・「健康まつり」「健康サマーフェスタインざ
ま」の開催
○母子保健の充実
・妊婦健康診査事業（年２回から５回までに拡
大）
・妊婦にやさしい環境づくり（マタニティマー
クを配布）
○成人・老人保健の充実
・特定健康保健指導など
○医療体制の充実
・広域救急医療と予防接種の実施、小児医療費
助成（助成対象を、未就学児から小学３年生
までに拡大）
○高齢者福祉の充実
・老人福祉施設建設助成事業（第２座間苑）

・高齢者等家具転倒防止対策助成事業
・高齢者火災警報器助成事業
○障害者福祉の充実
・知的障害者通所更生施設（もくせい園）を指
定管理者に委託
・心身障害児通園施設内児童デイサービス「サ
ニーキッズ」の保育業務の一部委託
・障害者の自立促進を目的に、障害者就労支援
相談を実施
○児童・母子等福祉の充実
・栗原児童ホームを栗原小学校で開設
・病児・病後児保育事業（保護者の就労支援の
ため、二つの市内民間保育施設において、体
調不良になった園児を、保護者が仕事の都合
ですぐに迎えに来ることができない場合、迎
えに来るまでの間、看護師などが対応）
・子育て短期入所生活支援事業（成光学園）
・保育所耐震診断（小松原保育園）

「みなぎる活力とやすらぎが調和する
ときめきのまち」の実現を目指して

予算額などの詳細は
本紙４月15日号に
掲載します。

星野市長

・木造住宅耐震診断・耐震改修補助
○生活環境の保全
・環境負荷の軽減と、児童への啓発を目的として、
入谷小学校に太陽光発電装置を設置
・地下水汚染浄化装置の設置
・市民共有地下資源（地下水）の重要性の周知を目
的として、湧水

ゆうすい

をテーマにしたＤＶＤを作成
○交通環境の整備
・コミュニティバスの運行（平成19年11月に、６コ
ースを５コースに統廃合し、試行運行を継続）
○道路網の整備
・市道50号線道路改良事業（土地開発公社からの用
地の買い戻し）
・バリアフリー化の推進（さがみ野１号踏切を継続
して改良）
○市街地の形成
・緑化重点地区の整備（（仮称）相模が丘４丁目公
園用地取得）
・景観条例の施行
・小田急相模原駅周辺地区市街地再開発事業（優良
建築物などの整備）

○行政機能の充実
・行政改革・改善の推進（行政評価システ
ムを活用した事務改善、職員の意識改
革）
○市民参加の推進
・「広報ざま」の活用、ホームページの充
実（行政情報、その他情報提供の充実）
・市民活動サポートセンターの設置（市民
間、市民・行政間の交流促進）
○コミュニティ活動推進
・市内８館目となる（仮称）栗原コミュニ
ティセンター建設に着手し、併せて、環
境負荷の軽減と啓発を目的として、太陽
光発電装置を設置
・（仮称）還暦式の開催（退職期を迎え、
地域に戻った市民が、地域活動に参加す
る機会を提供）

市政情報・市民参加・
行政改革の推進

1 安全・安心な生活環境の推進2

福祉・医療・保健の推進3 教育・文化の推進4 住み、働き、憩う
まちの活性化の推進
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身
体
・
知
的
障
害
者
の
外
出

を
支
援
す
る
た
め
に
、
対
象
者

に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

（
五
百
円
券
六
十
枚
）
ま
た
は

自
動
車
燃
料
費
助
成
券
（
千
円

券
二
十
四
枚
）
を
、
次
の
と
お

り
支
給
し
ま
す
。

○
対
　
象
　
在
宅
で
次
の
い
ず

れ
か
の
該
当
者

在
宅
の
身
体
・
知
的
障
害
者
の
日
常
生
活
を
手
助
け

す
る
各
種
助
成
や
手
当
て
の
申
請
を
、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。
対
象
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は
、
忘
れ

ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当

障
害
福
祉
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

①
身
体
障
害
者
（
視
覚
障
害

者
・
肢
体
不
自
由
で
上
肢
二

級
の
み
を
除
く
身
体
障
害
者

手
帳
一
・
二
級
ま
た
は
内
部

障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
）

②
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳

Ａ
１
・
Ａ
２
ま
た
は
知
能
指

数
三
十
五
以
下
）

③
特
定
疾
患
罹
患
者
ま
た
は

小
児
特
定
疾
患
罹
患
者

※
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

は
、
対
象
者
の
日
常
生
活
の

た
め
に
家
族
が
運
転
す
る
場

合
も
助
成
し
ま
す
。

○
申
請
方
法
　
対
象
者
本
人
ま

た
は
代
理
人
が
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
、
小
児

特
定
疾
患
医
療
給
付
決
定
通

知
書
の
い
ず
れ
か
と
印
を
、

自
動
車
燃
料
費
助
成
券
を
希

望
す
る
場
合
の
み
運
転
免
許

証
と
自
動
車
検
査
証
も
持
っ

て
直
接
担
当
へ

外
出
が
困
難
な
身
体
・
知
的

障
害
者
が
、
自
宅
で
理
容
ま
た

は
美
容
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

場
合
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
支

援
す
る
た
め
に
、
対
象
者
に
は

出
張
券（
五
千
七
百
円
券
四
枚
）

ま
た
は
助
成
券
（
二
千
円
券
六

枚
）
を
、
次
の
と
お
り
支
給
し

ま
す
。

○
対
　
象
　
在
宅
の
身
体
障
害

者
（
身
体
障
害
者
手
帳
一
・

二
級
）
お
よ
び
知
的
障
害
者

（
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
ま

た
は
知
能
指
数
三
十
五
以

下
）
の
う
ち
次
に
該
当
す
る

方【出
張
券
】
六
十
五
歳
未
満

で
障
害
に
よ
る
寝
た
き
り
の

方【助
成
券
】
平
成
十
九
年
度

（
平
成
十
八
年
分
）
の
市
民

税
が
非
課
税
世
帯
の
方

※
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
方
法
　
五
月
三
十
日

（
金
）
ま
で
に
、
本
人
ま
た

は
代
理
人
が
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
印
を

持
っ
て
直
接
担
当
へ

在
宅
の
精
神
障
害
者
の
外
出

を
支
援
す
る
た
め
に
、
対
象
者

に
は
、
バ
ス
カ
ー
ド
ま
た
は
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
自
動
車

燃
料
費
助
成
券
を
、
次
の
と
お

り
支
給
し
ま
す
。

○
対
　
象
　
市
内
に
住
民
票
が

あ
り
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
と
、
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証
（
精
神
通
院
）
の

両
方
を
持
つ
方

【
一
級
の
方
】
＝
バ
ス
カ
ー

ド
、福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

自
動
車
燃
料
費
助
成
券
（
対

象
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に

家
族
が
運
転
す
る
場
合
に
限

り
選
択
可
）
の
中
か
ら
一
つ

支
給

【
二
・
三
級
の
方
】
＝
バ
ス

カ
ー
ド
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
ど
ち
ら
か
一
つ
を
支

給※
身
体
・
知
的
障
害
者
で
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・
自
動

車
燃
料
費
助
成
券
の
対
象
で

も
あ
る
方
は
、
そ
れ
ら
も
含

め
て
い
ず
れ
か
一
つ
の
選
択

に
な
り
ま
す
。

○
申
請
方
法
　
本
人
ま
た
は
家

族
が
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
、
自
立
支
援
医
療
受

給
者
証
（
精
神
通
院
）、
印
、

自
動
車
燃
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○対　象　４月１日現在、市内に１年以上居住し、平成20年度の市・県
民税が非課税の世帯であって、次のいずれかの該当者
①知能指数41以上50以下で療育手帳B１
②身体障害者手帳４級から６級まで
③知能指数51以上75以下で療育手帳B２
※施設入所者（通所は除く）、生活保護受給者、県在宅重度障害者等
手当の受給資格者は対象になりません。

○内　容 上記①の対象者には年額11,500円を、②③の対象者には年額
10,000円を９月に支給

○申請方法 ７月31日（木）までに本人または代理人が、身体障害者手
帳または療育手帳、印、預金通帳（郵便局は除く）を持って直接担当
へ

担当 障害福祉課 �046（252）7132 �046（252）7043

妊婦健診は妊婦と胎児の健康状態をチェックするために、
妊娠中欠かせないものです。母子健康手帳交付時に、これ
まで２回分の妊婦健診の受診票をお渡ししていましたが、
４月１日からは５回分の受診票をお渡しします。出産予定
日が４月１日以降で、すでに母子健康手帳の交付を受けて
いる方は、次のとおり追加分の受診票を受け取ることがで
きますので、ご確認ください。
○本市に妊娠の届け出をしてある方、転入時に出産予定日
を連絡してある方には、個別に郵送します。

○転入後、本市に出産予定日を連絡していない方、出産予定日を３月31日以
前と届けたが４月１日以降に変更になった方は、担当にご連絡ください。

※受診票にある検査項目は、無料で受診できます。
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043

食生活を通じて地域の健康づくりを推進する、ボランティア養成の講座を
開催します。講座の８割を受講した方には、修了証書を交付し、食生活改善
推進員として健康な街づくりを共に考え、活動していただきます。
○と　き　５月８日、22日、６月19日、７月３日、17日、９月11日、10月２
日、11月13日、12月11日、平成21年１月15日、29日いずれも木曜日、この
ほかに８月に１回、７月から10月までの間に１回実施（全13回）

○ところ　市民健康センターほか
○内　容　食生活改善、公衆衛生に関する知識と実践技術の習得
○対　象　継続的に出席可能で実践意欲の高い方
○定　員　20人（申込順）
○受講料　無料（材料代、資料代など一部自己負担あり）
○申込方法　４月18日（金）までに直接または電話で担当へ
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043
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 ４月９日（水） 
午前10時～11時30分 座間児童館 

  午後１時～２時30分 東地区文化センター（駐車場） 

 10日（木）
 午前10時～11時30分 鳩川児童館 

  午後１時～２時30分 ひばりが丘老人憩いの家（南側広場） 

 11日（金） 
午前10時～11時30分 

かにが沢公園（駐車場）
 

  午後１時～２時30分  

 14日（月） 
午前10時～11時30分 

北地区文化センター（駐車場） 
  午後１時～２時30分  

 15日（火）
 午前10時～11時30分 栗原児童館 

  午後１時～２時30分 新田宿・四ツ谷コミュニティセンター 

 16日（水） 
午前10時～11時30分 市公民館・西出張所東側公園 

  午後１時～２時30分 東原コミュニティセンター前公園 

 17日（木）
 午前10時～11時30分 

立野台コミュニティセンター 
  午後１時～２時30分  

 18日（金）
 午前10時～11時30分 ひばりが丘南児童館 

  午後１時～２時30分 サニープレイス座間東側市役所駐車場 

と　　き と　こ　ろ 



▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝３カ月～７歳６カ
月未満（なるべく１歳６カ月までに）
※指定日厳守

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝4月22日（火）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すす
め方、子どもの発達や予防接種について▽対象＝おお
むね５カ月～６カ月児とその保護者▽定員＝30人（申
込順）▽持ち物＝母子健康手帳、離乳食用スプーン▽
申込方法＝電話予約

▽とき＝４月４日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝４カ月～
１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約
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▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠20週
～31週の方と夫▽受講料＝500円（テキスト代）▽持
ち物＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝４月30日
（水）までに電話で担当へ

▽とき＝４月15日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成19年12月生まれ

市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになり受診してください。

▽とき＝４月25日（金）午前９時15分～９時35分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、歯
ブラシ、コップ▽申込方法＝電話予約

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成18年９月
生まれ◆歯科▽とき＝４月９日、16日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成18年８月生まれ

▽とき＝４月23日（水）午後１時～２時
受け付け▽ところ＝市民健康センター▽
内容＝歯科健診、予防処置と育児相談な
ど（予防処置は希望者のみで有料）▽対
象＝平成18年３月生まれ▽持ち物＝母子
健康手帳、歯ブラシ▽申込方法＝直接会
場へ（事前通知はありませんのでご注意
ください）

▽とき＝４月８日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成16年10月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳

▽とき＝①４月14日（月）②30日（水）午前９時30分
～10時30分受け付け▽ところ＝①市民健康センター②
市公民館▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂
肪測定と相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会
場へ
※１カ月以内に禁煙を始めたい方には禁煙相談も併せ
て実施します。（要電話予約）

平成19年11月４日健康まつり
会場（座間ライオンズクラブ主
催）、平成20年１月15日座間市役
所、１月18日陸上自衛隊座間分
とん地、１月23日座間駅前（座
間市食品衛生協会、座間市食生
活改善推進団体ひまわり会主催）、２月８日東芝機械
�相模工場、２月15日日産自動車�座間事業所、２月
21日座間キャンプ、２月22日三木プーリ�相模事業
所・森永乳業�研究情報センター、３月７日相武台前
駅前（座間市交通安全協会、座間青年会議所）で合計
631人の方にご協力いただきました。

予ポリオ投与

と　き と  こ  ろ 受付時間 

４月11日（金） 

４月18日（金） 

午前９時30分 
　～10時30分 

東地区文化センター 
市民健康センター 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 

◆深　夜 
診療科目 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 
小児救急情報センター�０４６（２５５）９９３３でご確認ください。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。 
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。 

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 

受付時間 

消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９でご確認ください。 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

対　象 
と　　き 

11月生まれ 
５月生まれ 
５・11月生まれ 
７月生まれ 
１月生まれ 

４月１日（火） 
４月３日（木） 
 
４月９日（水） 
４月11日（金） 

４月２日（水） 
４月４日（金） 
 
４月10日（木） 
４月14日（月） 

４月７日（月） 

１日～15日生まれ 16日～末日生まれ 

保育児相談

保赤ちゃん教室

保発達相談

保母親父親教室
と　き 内　容 

５月７日（水） 

５月10日（土） 

５月12日（月） 

５月17日（土） 

栄養の話、妊娠中の生活、 
赤ちゃんとの触れ合い体験 
産後の過ごし方と 
赤ちゃんの世話 
歯の話、妊婦体操、 
お産の流れと呼吸法 

午前９時30分 
　～11時30分 

午前９時15分 
　～11時30分 

赤ちゃんの沐浴、妊婦疑似 
体験、これからに向けて 

もくよく 

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保健康相談

予献血へのご協力ありがとうございます

市社会福祉協議会では、市から委託を受け、75
才以上の方を対象に「はり灸マッサージ助成券」
を各老人憩いの家で支給します。
対象者の方には、支給会場などを記載した案内

はがきを郵送しています。
○支給日　４月３日（木）～９日（水）
○配布時間　午前９時30分～午後３時30分
○持ち物　印、案内はがき（なくした場合は身分
証明書）

○交付枚数　一人年間４枚（申請月により枚数が
異なる）

※４月10日（木）以降は、総合福祉センター２階
市社会福祉協議会事務局窓口で配布します。
担当 市社会福祉協議会

�046（266）2001 �046（266）2009

胃・大腸がん検診を６月から11月まで（全20回、
年１回受診可）、子宮・乳がん検診を12月から平
成21年２月まで（全10回、２年に１回、乳がん検
診のみ30代女性は年１回受診可）実施します。開
催日によっては「歯間ブラシ体験コーナー」を同
時開催しますので、ぜひご参加ください。
○申込方法　受診を希望する方は、それぞれ検診
日の９日前までに電話で担当へ（定員になり次
第締め切り）
※胃・大腸がん検診は、市ホームページの「電
子申請・届け出」でも申し込みできます（検診
日の14日前までに）。

○申込受付開始日　胃・大腸がん＝４月１日（火）
子宮・乳がん＝９月28日（日）
※詳細については、はがきまたは保健衛生のお
知らせなどをご覧ください。

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

高血圧、糖尿病、脂質代謝異常症、肥満などの
生活習慣病の予防に役立つウオーキング方法を、
実技を交えながら指導する“生活習慣病予防ウオ
ーキング教室”を、次のとおり実施します。「ウ
オーキングをしているが、思うような効果がでな
い」という方は、ぜひご参加ください。
○と　き　４月24日（木）午後１時30分～３時30分
○ところ　市民健康センター
○対　象　ウオーキング経験者
○定　員　30人（申込順）
○持ち物　健康手帳、タオル、飲
み物、動きやすい服装、運動靴

○申込方法　４月23日（水）まで
に直接または電話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

【注意事項】 
・授乳中の方は、乳がん検診を受けられません。 
・産後２カ月未満の方は、子宮がん検診を受けられません。 
・妊娠中の方は、大腸がん検診以外の検診を受けられませ
ん。 
・医療機関で行う「子宮がん施設検診」は、６月から11月
まで実施します。詳しくは、本紙６月１日号でお知らせ
します。ただし、子宮がん集団検診との重複受診はでき
ません。 

　 検　診 
 
胃 
大腸 
子宮 
乳がん 
（視触診のみ） 

乳がん（視触
診+マンモグ
ラフィ２方向） 

乳がん（視触
診+マンモグ
ラフィ１方向） 

 受診料 
　 

1,000円 
500円 
800円 

600円 
 
 

2,500円 
 
 

2,000円 

　　　対　象　者 
※４月１日現在の年齢です。 

40歳以上の方
 

 
20歳以上で偶数年齢の方 

30歳～39歳の女性 
 

40歳～48歳の偶数年齢の
女性 
 

50歳以上で偶数年齢の 
女性 
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近
年
、
生
活
習
慣
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
脳
卒
中
・
心
臓

病
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
者
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
原
因
と
す
る
死
亡
は
、
全

体
の
三
分
の
一
に
も
の
ぼ
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険
度

は
、
肥
満
・
高
血
圧
・
脂
質
異

常
・
高
血
圧
な
ど
の
危
険
因
子

が
重
な
る
ご
と
に
高
ま
り
ま

す
。
特
に
、
最
近
は
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
起
因
し
た
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
、
別
掲
参
照
）
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
予

防
・
解
消
こ
そ
が
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
効
果
的
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
四
十

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
市
が
実

施
し
て
い
た
基
本
健
康
診
査
に

代
え
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
�
特
定
健

康
診
査
�
と
�
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
�
を
四
月
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で

の
方
で
、
国
保
加
入
者
は
特
定

健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
市
か

ら
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
市
指
定
医
療
機
関
に
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
と
受
診
券

を
提
示
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間
は
、
六
月
下
旬
か

ら
平
成
二
十
一
年
三
月
末
ま

で
。
受
診
料
の
自
己
負
担
額
は

二
千
円
で
す
（
非
課
税
世
帯
は

免
除
）。

☆
市
独
自
の
健
診
項
目
を
追
加

特
定
健
康
診
査
の
健
診
項
目

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ

ら
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
基
本

健
康
診
査
で
実
施
し
て
い
た
健

診
項
目
の
中
で
、
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
代
謝
系
・
腎
機

能
・
肺
機
能
健
診
の
三
項
目
を

独
自
に
追
加
し
て
実
施
し
ま

す
。

☆
特
定
保
健
指
導
を
実
施

受
診
者
に
は
、
健
診
結
果
の

ほ
か
、
生
活
習
慣
病
の
知
識
や

改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
情
報

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

生
活
習
慣
の
改
善
の
必
要
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
専
門

的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
医
師

や
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど

に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
定
保

健
指
導
に
は
、
改
善
の
必
要
性

に
応
じ
て
、
生
活
習
慣
の
改
善

点
に
気
付
き
、
自
ら
目
標
を
設

定
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
す

る
動
機
付
け
支
援
と
、
健
診
判

定
の
改
善
に
向
け
実
践
可
能
な

目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
継
続

的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

積
極
的
支
援
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
特
定
健
康
診
査
は
各
医
療
保

険
組
合
な
ど
で
実
施

特
定
健
康
診
査
は
、
各
医
療

保
険
者
が
加
入
者
に
対
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
と

被
扶
養
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

療
保
険
組
合
で
受
診
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
費
用
や
健
診
項

目
な
ど
詳
し
く
は
、
加
入
先
の

四
月
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
各
種
健
康
診
査
が
始
ま
り

ま
し
た
。
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
方
は
「
特
定
健
康
診
査
」、
七
十
五
歳
以

上
の
方
は
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
三
十
五
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
方
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
「
国
民
健
康
保
険
健
康
診
査
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
特
定
健
康
診
査
に
準
じ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
各
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
内
容
や
受
診
方
法
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

特
定
健
康
診
査
・
国
民
健
康
保
険
健
康
診
査
＝
国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
２
　
�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
・
そ
の
他
の
検
診
＝
保
健
医
療
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５
　
�
０
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６（
２
５
２
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各種講座に積極的に参加するとともに、
健康診査も活用し心身とも元気に

医
療
保
険
組
合
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

七
十
五
歳
以
上
の
方
（
六
十

五
歳
〜
七
十
四
歳
で
一
定
の
障

害
の
あ
る
方
を
含
む
）
は
、
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
健
診
の
内

容
は
特
定
健
康
診
査
と
同
じ
で

す
。
な
お
、
健
診
の
結
果
、
生

活
習
慣
の
改
善
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
希
望
に

よ
り
「
特
定
保
健
指
導
」
に
替

え
て
、
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
四
月
下
旬
に

市
か
ら
「
各
種
健
診
（
検
診
）

の
ご
案
内
」
の
は
が
き
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
中
に
閉
じ
込
ま

れ
て
い
る
「
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
九
月
三
十
日

（
火
）
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
を
受
け
た
翌

月
に
、
健
診
時
の
記
録
票
や
免

除
申
請
書
な
ど
の
受
診
用
書
類

を
送
付
し
ま
す
。
市
指
定
の
医

療
機
関
に
持
参
し
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

受
診
期
間
は
六
月
初
旬
か
ら

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
。

受
診
の
際
の
自
己
負
担
額
は
免

除
に
な
り
ま
す
が
、
免
除
申
請

書
と
保
険
証
が
必
要
で
す
の

で
、
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
三
十

五
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
方

は
、
国
民
健
康
保
険
健
康
診
査

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
健
診
項
目
や
受
診
方

法
、
受
診
料
な
ど
は
、
特
定
健

康
診
査
に
準
じ
ま
す
。
健
診
の

結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
必

要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
方

は
、
希
望
に
よ
り
「
特
定
保
健

指
導
」
に
替
え
て
、
保
健
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
は
四
十
歳
の
方
で
、
対

象
者
に
は
市
か
ら
連
絡
し
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
老

これまで、介護予防のための問診表（基本チェックリスト）は、基本
健康診査と同時に実施していましたが、４月から健康診査とは別に「生
活機能評価」として実施することになりました。
基本チェックリストは、65歳以上の方（要支援・要介護者を除く）を

対象に、アンケート形式で簡単な質問にお答えいただき、生活機能に低
下が見られるかどうかを判断するものです。そして、生活機能に低下が
疑われる方には、市指定の医療機関で生活機能評価を受けていただきま
す。さらに、その結果によっては、市が実施する各種介護予防事業に参
加していただくことができます。連絡やサービス調整は、地域包括支援
センターが実施します。
基本チェックリストは対象者に郵送します。ただし、事務処理上、何

回かに分けて郵送しますので、ご了承ください。
担当 長寿介護課　�046（252）7084 �046（252）8238

四
月
一
日
か
ら
、
七
十
五
歳

以
上
の
方
と
老
人
保
健
制
度
で

障
害
認
定
を
受
け
て
い
た
方

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
皆
さ
ん
に
は
、
三
月
中

に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
一
人
に
つ
き
一
枚
送
付
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証
と

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
は
、

四
月
一
日
以
降
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
（
図
１
参
照
）。

な
お
、
期
限
の
切
れ
た
保
険

証
は
発
行
元
の
保
険
者
に
、
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
は
市
役

所
一
階
保
健
医
療
課
ま
た
は
各

出
張
所
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
の
支
払
い
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
で
納
め
る
方
法

と
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
る
方
法
の
二
通
り
が
あ
り
ま

す
（
表
１
参
照
）。
皆
さ
ん
が

ど
ち
ら
の
方
法
に
な
る
か
は
、

前
年
の
所
得
額
（
主
に
一
年
間

に
受
け
取
る
年
金
額
）
や
加
入

し
て
い
た
医
療
保
険
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。

年
金
が
年
額
十
八
万
円
以
上

四
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
、
対
象

者
に
は
同
制
度
の
保
険
証
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、

年
金
が
年
額
十
八
万
円
以
上
で
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
で
四
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
も
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
同
制
度
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
と
保

険
料
に
絞
っ
て
、
そ
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

保
健
医
療
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
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２
１
３
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５
２
）７
０
４
３

分
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
前
年
の

所
得
額
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
仮
に
算
出
し
た
保
険
料
額

（
仮
徴
収
額
）
を
、
仮
徴
収
額

決
定
通
知
書
、
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
に
よ
り
四
月
の
年
金
受

給
日
以
前
に
送
付
し
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
十
月
以
降
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
す
る

場
合
は
、
確
定

し
た
前
年
の
所

得
額
を
基
に
算

出
し
た
保
険
料

（
本
徴
収
額
）

か
ら
、
す
で
に

納
付
済
み
の
額
を
調
整
し
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書
、
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
に
よ
り
十
月
の

年
金
受
給
日
以
前
に
送
付
し
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
表
２
参
照
）。

な
お
、
所
得
額
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
納
付
方
法
が
切
り
替
わ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

�
年
金
が
年
額
十
八
万
円
未

満
の
方
�
�
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計

が
一
年
間
の
年
金
受
給
額
の
二

分
の
一
を
超
え
る
方
�
�
社
会

保
険
や
国
民
健

康
保
険
組
合
な

ど
に
加
入
し
て

い
て
被
保
険
者

で
あ
っ
た
方
�

な
ど
は
、
納
付

書
ま
た
は
口
座

振
替
で
保
険
料

を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
（
普

通
徴
収
）
。
納

付
は
七
月
か
ら

始
ま
り
、
翌
年

三
月
ま
で
の
毎

月
納
付
（
全
九

回
）
と
な
り
ま

す
。該

当
者
に

は
、
七
月
に
保

険
料
が
確
定
し

た
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知

表１　保険料の納付方法と対象者 

納付書または口座振替 
（普通徴収） 

年金からの天引き 
（特別徴収） 

納付開始月 保険料の納付方法 対　　象　　者 

４月 

７月 

・年金が年額18万円未満の方 
・後期高齢者医療保険料と介護保険料の合計が１
年間の年金受給額の２分の１を超える方 
・社会保険や国民健康保険組合などに加入してい
て被保険者であった方 
・75歳未満で一定の障害による認定で後期高齢者
医療制度へ移行する方 
・４月以降に75歳になる方 

・年金が年額18万円以上で国民健康保険に加入し
ていた方（国民健康保険組合加入者を除く） 

表２　保険料の徴収月 
徴収月 

内　容 

４月・６月・８月 10月・12月・２月 

仮　徴　収 本　徴　収 

前年の所得が確定していな
いため、仮に算定した保険
料を納めます。 

確定した前年の所得を基に
算出した保険料額に、すで
に納付済みの額を調整し３
回に分けて納付します。 

書
（
保
険
料
額
決
定
通
知
書
）

と
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
す

る
通
知
書
（
保
険
料
の
納
入
通

知
書
）
を
送
付
し
ま
す
。

社
会
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
保
険

料
の
特
別
措
置
に
よ
り
、
四
月

か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
は
、

保
険
料
は
か
か
ら
ず
、
十
月
か

ら
納
付
開
始
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
国
保
に
加
入
し
て

い
て
、
制
度
開
始
直
前
に
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た

場
合
は
、
事
務
処
理
上
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図１

内臓肥満、高血糖、高血圧などの生活習慣病の危険
因子を複数もっている状態をメタボリックシンドロー
ムといいます。
この状態になると、動脈硬化が急速に進み、心臓病

や脳卒中、糖尿病の合併症などが発病する危険度が高
まり、日ごろの注意が必要です。

腹囲が　男性で85cm以上、女性で90cm以上に加
え、次の３項目のうち２つ以上が該当する場合
○最高血圧が130mmHg以上か最低血圧が85mmHg
以上

○空腹時の血糖値が100mg/dl以上
○中性脂肪が150mg/dl以上かHDLコレステロールが
40mg/dl未満

別掲

メタボリックシンドロームの診断基準

人
保
健
事
業
の
対
象
者
で
受
診

し
て
い
な
い
方
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

☆
が
ん
検
診

肺
・
前
立
腺
・
胃
・
大
腸
・

乳
・
子
宮
が
ん
検
診
が
あ
り
ま

す
。
申
込
方
法
、
書
式
な
ど
若

干
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
本
紙
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

保
健
衛
生
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☆
成
人
歯
科
健
診

対
象
は
四
十
歳
以
上
七
十
歳

ま
で
の
方
で
す
。
受
診
方
法
な

ど
は
従
来
通
り
で
す
が
、
受
診

料
が
従
来
の
千
円
か
ら
五
百
円

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

特定健康診査は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し
た健診で、次の項目を実施します。

表１

○問診（服薬歴、喫煙歴など）　○身体計測（身長、体重、
肥満度（ＢＭＩ）、腹囲）　○理学的検査（身体診察） 
○血圧測定 
○血中脂質検査（中性脂肪、HDLコレステロール、LDL
コレステロール） 
○肝機能検査（GOT、GPT、γ－GTP） 
○血糖検査（空腹時血糖またはヘモグロビンA1c） 
○尿検査（尿糖、尿蛋白） 
 
一定の基準の下、医師が必要と認めた場合に実施 
○貧血検査（ヘマトクリット値、血色素量、赤血球） 
○心電図　○眼底検査　 

基本的な健診項目 

詳細な健診項目 

後期高齢者健康診査 

国民健康保険健康診査 国民健康保険健康診査 

★市で実施していた健康診査は４月から次のように変わります。 

社会保険、共済組合などの加入者は・・・ 
　加入している医療保険制度（社会保険の健保組合、政府管掌健康保険、共済
組合など）で受診　　　　　　お問い合わせは、加入先の医療保険組合などへ 

座間市国民健康保険の加入者は・・・ 
○対　　象　座間市国民健康保険の被保険者・被扶養者加入者 
○実施期間　６月下旬～平成21年３月31日（火） 
○受診方法　対象者に受診券を送付しますので、指定医療機関に保険証と受診
券を提示して受診 
○受診料（自己負担額）　2,000円（非課税世帯は免除） 
担　当　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  国保年金課　�046（252）7672

○対　　象　後期高齢者医療制度の加入者（65歳～74歳の一定の障害のある方
を含む） 
○実施期間　６月初旬～11月28日（金） 
○申込方法　４月下旬に市から「各種健診（検診）のご案内」のはがきが届き
ますので、その中に閉じ込まれている「申し込み書」に必要事項を記入し、
９月30日（火）までに返送 
○受診方法　申し込みの翌月に受診用の書類を送りますので、市指定医療機関
に持参して受診 
○受診料（自己負担額）　免除（必ず保険証と免除申請書を提出） 
担　当　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  保健医療課　�046（252）7225

従来実施して
きた健診の質
を確保するた
め、各健康診
査に代謝系、
腎機能、肺機
能の各検査を
追加して実施 

40歳以上の市民（会
社などの健康診断、
人間ドックを受診す
る方を除く）を対象
に実施 

35歳～39歳の加入者
を対象に健康診査を
実施 

※健診項目を一部変更し継続実施 
○対　　象　座間市国民健康保険の加入者 
　　　　　　※対象者には通知をします。 
○実施期間　６月下旬～平成21年３月31日（火） 
○受診料（自己負担額）　　2,000円 
担　当　　　  　　　　　　 　 　　　　　　　  国保年金課　�046（252）7672

３月まで ４月から 

基本健康診査 特定健康診査 

座間市の独自健診 
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四
月
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月
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月
の
納
付

特定健康診査の健診項目



広報ざま【座間市のお知らせ】No.805 平成20年（2008年）４月１日７

4
日 月 火 水 木 金 土 
   1 2 3 4 5 
 6 7 8 9 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19 
 20 21 22 23 24 25 26 
 27 28 29 30

5
日 月 火 水 木 金 土 
     1 2 3 
 4 5 6 7 8 9 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28 29 30 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

広報ざま【座間市のお知らせ】No.805 平成20年（2008年）４月１日６

皆さんが市内で出合った出来事や
風景を、“広報ざま”で紹介してみ
ませんか。市民の視点から街角の様
子をリポートする市民リポーターを
次のとおり募集します。
○募集人数　３人
○応募資格　20歳以上の市内在住者
○業務内容　広報紙作成のための取
材活動や写真撮影、原稿作成など

○委嘱期間　５月１日～平成21年３
月31日

○謝　礼　年額１万円
○選考方法　書類・面接審査
○応募方法　必要事項を記入した市
販の履歴書（写真添付）、「わたし
の好きな座間」をテーマにした写
真１枚（組写真は３枚まで。カラ
ープリントでLサイズ）と説明文
（200～300字程度）を、４月14日
（月）までに本人が市役所３階情
報推進課に持参

担当 情報推進課
�046（252）8321 �046（255）3550

○スローガン　「安全は 心と時間
のゆとりから」「新入学児童・園
児を　交通事故から守ろう」

○重点目標　「子どもと高齢者の交
通事故防止」「二輪車・自転車の
交通事故防止」「すべての座席の
シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底」「飲酒運転
の根絶」

◆４月10日は交通事故死ゼロを目指
す日

担当 市交通安全対策協議会
（安全対策課内）

�046（252）8158 �046（252）7773

今年の２月末までに、市内のアパ
ートやマンションの駐輪場などから
25台もの自転車が盗まれました。昨
年より被害件数は減っているもの
の、まだ安心はできません。盗難防
止のためにも、前輪と後輪の２カ所
に鍵を掛けるなど対策を取ってくだ
さい。
○問い合わせ先　座間警察署（生活
安全課）�046（256）0110

担当 安全対策課
�046（252）8158 �046（252）7773

これまで、障害者の方や母子家庭
の方などから減免申請のあった粗大
ごみについては、手数料をすべて免
除していましたが、規則の改正に伴
い４月１日からは１世帯につき年間
５個までの免除に変更になります。
５個を超えた場合は有料になりま
す。
担当 資源推進課

�046（252）7985 �046（252）7616

粗大ごみとして各家庭から出され
た家具などを、補修を施してから展
示し、希望者に安価で販売します
（多数抽選）。４月分の購入申し込み
を次のとおり受け付けます。
○と　き　▽購入申込＝４月５日
（土）～12日（土）午前９時～午
後５時（12日は正午まで）▽販売
抽選＝４月12日午後１時～

○ところ　リサイクルプラザ（東原
２ー16ー10）

○対　象　営利を目的としない市内
在住・在勤者

○申込点数　一人１点まで
※購入物は各自お持ち帰りくださ
い。
担当 リサイクルプラザ
�046（252）7963 �046（252）7964

○課　題　日ごろから福祉について
思っている事、実際に体験した事
など

○応募資格　市内在住・在勤・在学
者

○応募規定　▽論文＝400字詰め原
稿用紙５枚以内▽標語＝一人１点
（いずれも自作品で未発表のもの）
○応募方法　作品に住所、氏名、ふ
りがな、年齢、電話番号を記入し、
６月30日（月）までに〒228-8566
市役所福祉支援課あて郵送・持参
（応募作品は返却しません）
※応募者全員に参加賞を贈呈するほ
か、優秀作品を８月に開催する福祉
大会で表彰します。
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

市では、葬祭具の貸し出しや付属
品の販売事業を４月から廃止しま
す。葬祭具の貸し出しなど、今後は
大和斎場�046（264）5566や民間葬儀
社をご利用ください。
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

○と　き ４月15日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

いじめを早期に発見し対応するた
めに、次のとおりホットラインを開
設しています。
○４月からの開設時間　月曜～金曜
日午前８時30分～午後６時

○相談電話番号 �046（259）2164
担当 教育指導課
�046（252）8732 �046（252）4311

▼ひばりが丘南児童館＝５日・19日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝３日・17日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝17
日午後２時50分～３時45分▼東原小
学校＝18日午後３時～３時45分▼Ｎ
ＴＴ栗原社宅＝２日・16日午前10時
30分～11時30分▼栗原小学校＝25日
午後２時45分～３時45分▼東原共同
住宅８号棟前＝10日・24日午前10時
30分～11時30分▼相模が丘４丁目多
目的広場＝11日・25日午前10時30分
～11時30分▼中原小学校＝16日・30
日午後２時55分～３時45分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

○と　き　５月10日～10月25日毎週
土曜日午前10時～正午（８月16日
と10月18日を除く全23回）

○ところ　サニープレイス座間
○対　象　手話で日常会話ができる
市内在住・在勤者で、20回以上参
加できる方

○参加費　3,000円（テキスト代など）
○申込方法　往復はがきに住所、氏
名、電話番号を記入し、４月15日
（火）までに〒228-8566市役所障
害福祉課あて郵送（必着）

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　６月８日（日）
○ところ　東海大学湘南校舎（平塚
市北金目1117）

○試験の種類　甲種、乙種全類、丙
種

○受験資格 乙・丙種は制限なし
○申込方法　担当と北・東分署に備
え付けの申請書に必要事項を記入
し、４月14日（月）から５月８日
（木）までに申請書に記載されて
いるあて先に郵送

担当 消防本部予防課
�046（256）2187 �046（256）3225

○と　き　５月17日（土）午前９時
30分～午後５時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○対　象　乙種４種・丙種受験者
○定　員　50人（先着順）
○受講料　9,000円（テキスト代含む）
※受講料は「郵便振り込み」です。
事前に電話で担当にお問い合わせ
ください。

○申込方法　担当と北・東分署に備
え付けの申請書に必要事項を記入
し、４月３日（木）から５月９日

（金）までに直接担当へ（土曜・
日曜日、祝日を除く）

担当 消防本部予防課
�046（256）2187 �046（256）3225

◆公民館ふれあい農園
○と　き　４月13日（日）～平成21年
３月15日（日）までの原則毎月日曜
日午前９時30分～正午（全14回）

○ところ　市公民館、農園
○内　容　畑の土作りや季節の野菜
作りの楽しさを実習を通して学ぶ

○対　象　市内在住・在勤者（親子
参加、個人参加どちらでも可）

○定　員　22組（申込順）
○参加費　年額6,000円（苗代など）
○申込方法　４月10日（木）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆公民館おもちゃ病院
○と　き　４月19日（土）午前10時
～正午（受け付けは11時30分まで）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
※修理できない物もあります。
○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料
※部品代などが掛かる場合あり。
○申込方法　当日直接同館へ
※随時ボランティアを募集中。

◆「親子で畑仕事」受講生募集
親子で一緒にさつまいも作りを体
験しませんか

○と　き　４月26日（土）午前10時
～正午
※作業は、10月までの毎月１回土
曜日の午前。週は未定。

○ところ　北地区文化センター、畑
○内　容　苗植えから収穫までを学
び、焼き芋を楽しむ

○持ち物　水筒、着替え、帽子など
※詳細ははがきで通知します。
○対　象　市内在住の小学生と親
○定　員　30人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　４月13日（火）までに
直接・電話で同センターへ

◆平成20年度あすなろ大学（高齢者
学級）新入生募集

○と　き　４月25日（金）午後１時
30分～（説明会）、５月９日～平
成21年３月13日原則毎週金曜日午
後１時30分～３時30分

○内　容　時事講座、郷土学習、大
航海ゼミナール（調べ学習）、公
開講座、クラブ活動など

○対　象　継続して出席できる60歳
以上の方

○定　員　30人程度（申込順）
○受講料　無料（教材代500円。見
学代などは別途自己負担）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

※４月13日（日）までの午前10時～
午後４時（月曜日を除く）に、ハー

モニーホール座間（市民文化会館）
常設展示室において「あすなろ大学
クラブ活動展」を開催していますの
で、ご覧ください。

◆新聞の秘密～スクラップの楽しさ
○と　き　４月19日（土）午後１時
～４時30分

○ところ　図書館
○内　容　新聞の読み方や秘密、特
徴などを学び新聞を教材にした学
習活動（NIE）を行う

○対　象　小学生以上
○定　員　24人（申込順）
○参加費　50円（コピー代）
○申込方法　直接・電話で同館へ
◆おっと、痛快読み語りの旅でぃ！
座間の宿

○と　き　４月26日（土）午後１時
30分～３時
※サイン会は午後３時すぎから。
○ところ　図書館
○内　容　飯野和好さんによる読み
聞かせ小劇場とサイン会

○対　象　市内在住・在学者
○定　員　80人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　直接・電話で同館へ

◆①地域支援事業事務②介護保険認
定調査非常勤職員

○募集人数　①１人②２人
○応募資格　健康で①パソコン操作
（エクセル、ワード）のできる方
②看護師、居宅介護支援専門員、
または社会福祉主事の資格と普通
自動車運転免許所持者

○業務内容　①データ入力業務、事
務など②介護保険の要介護認定に
関する訪問調査

○勤務期間　５月１日～平成21年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
30分～午後４時

○賃　金　日額①4,232円～5,081円
②6,212円～7,340円

○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、４月14
日（月）までに本人が担当に持参

担当 長寿介護課
�046（252）7583 �046（252）8238

◆社会教育指導員（非常勤特別職）
○募集人数　３人
○応募資格　次のすべての要件を備
えた方①生涯学習、公民館活動に
熱意のある方②パソコン操作（エ
クセル、ワード）のできる方③普
通自動車運転免許所持者

○業務内容　生涯学習事業、公民館
運営に関わる事務や事業の準備、
広報など

○勤務場所　市内公民館、市役所５
階生涯学習推進課

○勤務期間　５月１日～平成22年３
月31日（再委嘱あり）

○勤務日時　原則週３日午前９時～
午後５時
※公民館は月曜（休館）を除く週
３日（土曜、日曜日含む）。

○報　酬 日額8,800円（雇用保険
あり。交通費など諸手当なし）

○応募方法　「生涯学習に対しての
思い」を課題にした作文（600字
以上800字以内）と、必要事項を
記入した市販の履歴書（写真添付）

を、４月15日（火）までに担当に
持参

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

◇市社会福祉協議会へ
▽防災用ヘルメット20個、スタッフ
ジャンパー100着＝財団法人小田急
電鉄事業団▽１万円＝ドレーパー記
念幼稚園▽おむつなど＝匿名▽
7,674円＝スペースG募金箱▽尿取り
パット６袋＝藤木橘三▽３万円＝但
中正信▽５万円＝株式会社赤原製作
所▽５万1,940円＝座間市リサイク
ル協同組合▽せっけん・タオル・ノ
ートなど＝松川弘子▽菓子＝玉屋光
助（町田市）▽ポータブルトイレ＝
大矢暁美▽5,870円＝ボランティア
のつどい募金箱▽吸引器・肌着・タ
オルなど＝高橋由美子▽学生服な
ど＝有限会社若松百貨店
◇交通対策基金へ
▽17万円＝市自動車整備業組合（組
合長鈴木伸明）
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽１万円＝裏千家淡交会相模支部
（幹事長不動宗栄）

◇譲ります
おまる、学習机、２槽式洗濯機、シ
ルバーカー、ひな人形七段飾り、エ
レクトーン、冷蔵庫、電子ピアノ、
子ども用自転車（補助輪付き）、シ
ャワーチェアー、入浴グリップ、ソ
ファセット、ストーブ、ラジカセ
◇希望します
子ども用自転車、ＣＤラジカセ、大
人用自転車、ＤＶＤプレイヤー、ノ
ートパソコン、プラレール、パソコ
ン、ベビーサークル、ファクス付き
電話機、電動ミシン、三輪自転車、
ルームランナー、ストーブガード
（子どもが手などをやけどしないよ
うにするための物）、ベビーゲート、
ハイ＆ローチェアー、機織り機、チ
ャイルドシート、ポータブルミシン、
乾燥機、ベビーベッド、A型ベビー
カー、折り畳み式自転車、囲碁一式

○初心者弓道教室
▽とき＝５月11日～６月29日毎週日
曜日午後１時30分～３時30分（６月
15日を除く。全７回）▽ところ＝ス
カイアリーナ座間弓道場▽対象＝16
歳から62歳までの方（相談可）▽定
員＝20人（申込順）▽受講料＝5000
円▽申込方法＝往復はがきに住所、
氏名、ふりがな、年齢（生年月日）、
職業（学年）、電話番号、段級位
（経験者）を記入し、４月17日（木）
までに〒228-0012広野台1-11-5座間
市弓道協会木村あて郵送▽問い合わ
せ先＝�046（255）8595（木村）
○合気道初心者無料講習会
▽とき＝４月13日（日）①午前９時
30分～②午前10時30分～▽ところ＝
スカイアリーナ座間▽対象＝①４才
児～小学６年生②中学１年生以上▽
持ち物＝ひじ、ひざの隠れる体操着

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

法　　　　律 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

障　害　児　者 
（身体・知的） 

市　　　　民 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 
（訪問販売・多重債務など） 

行　政　書　士 
（相続・遺言） 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第２・第３木曜日午後１時30分～４時 
30分（予約制（電話可）。１日午前８時30分 
から今月分を受け付け） 

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時30分～ 
９時、第２・第３水曜日午後１時30分～４時 
30分（予約制（電話可）。１日午前８時30分 
から今月分を受け付け） 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～正午と午後１時 
～３時30分。（ただし９日は午後のみ） 

24日 

毎月第３木曜日午前９時30分～11時30分 17日 

15日 

10日 
17日 

８日夜 
９日　 
15日夜 
16日　 
22日夜 

４月の相談日 

市役所３階相談室 
※法律・行政書士相談
は、いずれも定員にな
り次第、締め切りま
す。なお、多くの方が
利用できるように、法
律相談は年間一人につ
き１回（25分以内）と
させていただきます。
要点を整理してご相談
ください。 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

子どもいじめ 
ホットライン 

就　学　相　談 
（障害児対象） 

ひとり親家庭 

児　童　相　談 

毎月第３木曜日午前10時～午後３時 

毎週月曜～金曜日午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～午後０時15分と 
午後１時～５時15分 

毎週火曜・金曜日午後１時～５時 
（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～11時30分と午後 
１時～３時30分、土曜・日曜日と祝日午前10時～ 
午後３時（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～正午 
午後１時～５時（予約制（電話可）） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

人　　　　権 

ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日午前９時～正午 ８日 

17日 ふれあい会館２階 

市役所１階子育て支援課 

市役所１階子育て支援課 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階 
教育指導課 

市役所５階教育研究所 

市役所３階相談室 

市役所１階障害福祉課 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８４８３ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～午後６時 �０４６（２５９）２１６４ 
（電話相談のみ） 

担当　教育指導課 �０４６（２５２）８７３２ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

相談専用電話 
�０４６（２５５）０５００ 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　障害福祉課 �０４６（２５２）７１３２ 

○相模が丘大正琴の会
▽内容＝大正琴の演奏を楽しむ▽と
き＝毎月２回日曜日午前９時30分～
11時30分▽ところ＝北地区文化セン
ター▽会費＝月額2,000円▽連絡
先＝�046（254）2488（木本）
○サンレディ
▽内容＝健康体操▽とき＝毎月４回
▽ところ＝相模が丘コミュニティセ
ンター、エステスクエア▽連絡先＝
�046（252）1329（斉藤）
○バレエストレッチ
▽内容＝バレエを基礎にしたストレ
ッチ▽とき＝毎月４回▽ところ＝相
模が丘コミュニティセンター▽対
象＝女性▽連絡先＝�046（253）9543
（石綿）
○刺

し

繍
しゅう

サークルすずらん
▽内容＝フランス刺しゅうを楽しむ
▽とき＝毎月第１・３木曜日午後１
時～３時▽ところ＝入谷小学校オー
プンルーム▽対象＝どなたでも▽会
費＝月額2,000円▽連絡先＝�046
（251）4531（和田）
○翠祥会
▽内容＝大きな声を出し詩吟を楽し
み、ストレス解消と健康維持を図る
▽とき＝毎月第2・4金曜日午後１時
30分～４時30分▽ところ＝東原コミ
ュニティセンター▽対象＝どなたで
も▽会費＝月額2,200円▽連絡先＝
�046（254）0344（山本）
○相模が丘俳句同好会
▽内容＝投句や選句、講評を通して
俳句を楽しむ（見学自由）▽とき＝
毎月第2・4木曜日午後０時30分～４
時ごろまで▽ところ＝北地区文化セ
ンター▽会費＝年額3,000円▽連絡
先＝�046（253）7764（片桐）

広報ざま「市民リポーター」募集

４月６日～15日
春の全国交通安全運動

自転車盗難にご注意を！

粗大ごみの減免申請対象者の方へ

リサイクルプラザ
再生家具の展示・販売

福祉に関する論文・標語を募集

葬祭具の貸し出しや付属品の
販売事業を廃止します

教育委員会４月定例会

子ども「いじめ」ホットライン
～開設時間が変わりました

移動図書館ひまわり号巡回日程

手話奉仕員基礎講座

危険物取扱者試験

危険物取扱者試験受験準備講習会

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

または柔道着、タオル▽申込方法＝
電話で座間合気道会�080（5417）
9255（諏訪）へ
○自

じ

彊
きょう

術
じゅつ

入門
▽とき＝４月12日（土）午後１時30
分～３時30分▽ところ＝東地区文化
センター▽内容＝健康体操▽対象＝
病弱な方、病気予防を心掛けている
方▽定員＝30人（先着順）▽参加
費＝300円（資料代含む）▽持ち
物＝床に敷くバスタオルなど（動き
やすい服装で）▽申込方法＝電話で
同センター�046（253）0781へ▽問い
合わせ先＝�090（4964）9043（清水）
○第12回座間市美術サークル合同展
▽とき＝４月９日（水）～13日（日）
午前10時～午後４時30分（９日は正
午～）▽ところ＝ハーモニーホール
座間ギャラリー▽内容＝市内で活動
している五つのサークルの油絵、版
画作品の展示▽入場＝自由▽問い合
わせ先＝�046（253）0809（松本）
○市茶道連盟・華道協会合同講演会
▽とき＝４月13日（日）午後２時～
３時▽ところ＝ハーモニーホール座
間大会議室▽内容＝懐石料理につい
ての講演▽対象＝どなたでも▽定
員＝60人（先着順）▽参加費＝無料
▽問い合わせ先＝�046（253）3266
（佐々木）
○傾

けい

聴
ちょう

を学び実践してみませんか
▽とき＝４月19日（土）午後１時～
３時▽ところ＝サニープレイス座間
▽内容＝傾聴を学び、人とのコミュ
ニケーションを深める▽対象＝どな
たでも▽定員＝20人（先着順）▽参
加費＝100円（予定）▽問い合わせ
先＝Fクラブ�046（255）7300（高橋）
○春の山野草・小花木展
▽とき＝４月26日（土）、27日（日）
午前10時～午後４時▽ところ＝ハー
モニーホール座間１階ギャラリー▽
内容＝山野草と花木類の鉢物を展示
▽入場＝自由▽問い合わせ先＝�
046（253）6222（鈴木）
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○と　き　４月９日（水）午後０時３０分～０時５０分 

○ところ　市役所１階市民サロン 

○曲　目　フォーレ作曲　月の光、ドビュッシー作曲　喜びの島、 

　　　　　関根榮一作詞・湯山昭作曲　さくら繚乱、平井康三郎作曲　 

　　　　　幻想曲「さくらさくら」、武島羽衣作詞・滝廉太郎作曲　花ほか 

○演奏者　ソプラノ　横山政美さん、ピアノ　寺本沙綾香さん 

春に寄せて 

山崎
やまざき

陽太
ひ な た

ちゃん
H19. 5 . 1 生まれ　男
相模が丘 3 丁目

碇
いかり

由捺
ゆ な

ちゃん
H19. 9 .23生まれ　女
立野台 3 丁目

甲　
こうたか

愛音
あ の ん

ちゃん
H19. 8 . 2 生まれ　女
東原 3 丁目

栗原
くりばら

佑
ゆう

季
き

ちゃん
H19. 5 .30生まれ　男
入谷 2 丁目

振替種目と振替日一覧 

固定資産税・都市計画税 

市・県民税（普通徴収） 

軽自動車税 

国民健康保険税 

市営住宅使用料 
 
介護保険料 

児童ホーム保護者負担金 
（児童ホーム保育料） 

保育所保護者負担金 
（保育園保育料） 
 
後期高齢者医療保険料 

振替種目 

振替日 
（納期限） 

4／30 5／31

１期 

全期 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 
〈注〉 

１月 ２月 ３月 ４月 

２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 
〈注〉 

10期 11期 12期 １期 

２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 
〈注〉 

〈注〉 

10期 11期 12期 １期 

２期 ３期 ４期 

２期 ３期 ４期 １期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 

10期 

6／30 7／31 8／31 9／30 10／31 11／30 12／25 1／31 2／28 3／31

上記の日が、土曜・日曜日のときは月曜日。祝日のときはその翌日 

〈注〉市営住宅使用料の12月分、児童ホーム保護者負担金・保育所保護者負担金の９期分、後期高齢者医療保険料の
６期分の納期限は、金融機関の１月最初の営業日です。 

市税などの納付には、便利で安全な口座振替をお勧めし
ています。口座振替を利用すれば、納め忘れることや現金
を持って市役所や金融機関などに出向く必要がありませ
ん。口座振替が利用できるのは、右表のとおりです。詳し
くは、各担当にお問い合わせください。

口座振替を希望する方は、右記の取扱金融機関に預（貯）
金通帳と通帳印を持参の上、同窓口備え付けの「座間市口
座振替申込用紙」に必要事項を記入し、お申し込みくださ
い。
※市外にある取扱金融機関には、申込用紙が備え付けてあ
りませんので、事前に各担当または市役所の各出張所に申
込用紙を請求してください。

口座振替を開始するときの目安としては、毎月10日まで
に申し込みをすれば、翌月の納期分から口座振替になりま
す。翌々月以降の開始を希望する場合は、申込用紙の「振
替開始希望日」の欄に希望日を記入してください。
担当 収納課 �046（252）8021 �046（255）3550

市の伝統行事「大凧まつり」
で掲揚される大凧の凧文字が、
「清風（せいふう）」に決まり
ました。清風は、公募で集ま
った23点の作品の中から選ば
れたもので、「乱れ国会、食品
偽装など汚れきった世の中に
清い風を吹かせたい」という
高田幾男さん（緑ケ丘２丁目
在住）の作品です。

〇と　き　５月４日（日）、５日（月）午前10時～午後４時
〇ところ　相模川グラウンド
〇内　容　100畳敷き大凧掲揚、ミニ凧・グッズ販売、わんぱく相
撲座間場所、地元芸能・文化団体の演技披露など（詳細は本紙５
月１日号に掲載）

担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

５月４日に大凧まつり会場（相模川
グラウンド）で開催される「第24回わ
んぱく相撲座間場所」の出場者を、下
記のとおり募集します。同場所は、小
学生が学年別に優勝を争う勝ち抜きト
ーナメント戦です。
○と　き　５月４日（日）午前８時30
分～午後４時30分

○ところ　大凧まつり会場内特設土俵
（雨天の場合は座間小学校体育館）
○対　象　市内および近郊に在住の男子小学生
○定　員　200人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　指定の申込書に必要事項を記入の上、４月25日（金）までに下記
の問い合わせ先に郵送またはファクス

○問い合わせ先　〒228-0024入谷５－1858－１座間青年会議所わんぱく相撲座
間場所事務局 �046（254）7999 �046（254）2828
※問い合わせは火曜・水曜・金曜日の午前11時から午後５時まで。

担当 青少年課 �046（253）8415 �046（259）2163

・固定資産税・都市計画税、市・県民税、軽自動車税について 収納課 �046（252）8021
・国民健康保険税について 国保年金課 �046（252）7003
・市営住宅使用料について 建築・住宅課 �046（252）7032
・介護保険料について 長寿介護課 �046（252）7719
・児童ホーム保護者負担金について 子育て支援課 �046（252）7969
・保育所保護者負担金について 子育て支援課 �046（252）7202
・後期高齢者医療保険料について 保健医療課　�046（252）7213

・横浜銀行 ・さがみ農協 ・みずほ銀行 ・三菱東京UFJ銀行
・三井住友銀行 ・りそな銀行 ・埼玉りそな銀行 ・静岡銀行
・スルガ銀行 ・三菱ＵＦＪ信託銀行 ・中央三井信託銀行 ・神奈川銀行
・静岡中央銀行 ・八千代銀行 ・横浜信用金庫 ・平塚信用金庫
・城南信用金庫 ・中央労働金庫 ・ゆうちょ銀行と郵便局

担　　当（問い合わせ先）

取 扱 金 融 機 関

４月６日（日）「相模が丘さくら祭り」開催のため、コミュニティバ
ス・ザマフレンド号「小松原・相模が丘（循環）コース」は、運行経路
を一部変更します。
当日は、停留所「相模が丘」「北地区文化センター入口」「幼稚園前」

「カーサ相模台前」「カーサ相模台西」では、終日、乗・降車することが
できませんので、ご注意ください。
担当 政策課　�046（252）8289 �046（252）0220

大 凧 ま つ り 開 催 日 程

口座振替の申込方法

口座振替の開始日
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